ら ない ことにな つてし まう。 

カメラ • ポジション 選定の 過程に おいても しも 必然 

性 を 認める としたら、 それ は 芸術家が その 主観に おい 

て、 「よし」 と 判断す る 悟性 以外に はあり 得ない。 そし 

て その 意味に おいてな らば 私 は 自分の 作品の カメラ • 

ポジ シ ョ ン に は 残らず 必然性が あると 主 張す る こと も 

できる し (実際にお いて は 必ずしも そうは 行かない が)、 

何人も 外部から それ を 否定す る 材料 を 持たない はずで 

ある。 

これ を 要するに、 カメラ. ポジション を 決定す る 客 

観 的 必然性な どと いう もの は 存在し ないし、 主観的 必 



い 画面 構成 を やって くれる ことが 絶対に 確実で あるな 

らば、 私 は 好んで 椅子から 立ち上り はしない。 

どんなに 優秀な カメラマン でも 人間で ある 以上、 絶 

対に 誤解がない と は 保し 難い。 これ は 決して 不思議な 

ことで はない。 一般に 一つの カットの 含む あらゆる 意 

味 を 監督 以上に 理解して いる 人 はない。 

長年の 私の 経験が 、 カメラ • ポジ シ ヨンの 誤謬 を最 

少 限度に とどめる 方法 は、 結局 監督 自身が ル— ぺ をの 

ぞく こと 以外に はない という こと を 私に 教えた。 

ただし、 右 は 主として 内容に 即した カメラ. ポジ シ ョ 

ン について であって、 必ずしも 美的 要求から くる 画面 



カメラ • ポジションの 選択 を 監督に 任せる と、 カメ 

ラ マ ン の 仕事が なくなり はしない かと 心配す る 人が あ 

る。 

ところが 実際にお いて、 決して そんな 心配 は 要らな 

いので ある。 試みに いま 私が 思いつく ままに 並べて み 

て も カメラマンの 仕事 は、 まだ このほかに、 配 光の 指 

定 (これ だけで も 大変な 仕事 だ。)、 ロケ— シ ヨンの 場 

合 は 自然 光線に 関する 場所お よび 時間の 考慮、 絞りと 

露出の 判断、 レンズお よび フィルタ— の 選択、 ピント 

に関する 考慮と 測定、 それに 付随す る あらゆる 細心の 



注意、 画面の 調子に 関する くふう、 セット. 小道具- 

衣裳 • 俳優の 肉体な ど あらゆる 色調なら びに 線の 調和 

などに 対する 関心、 および それらの 質 • 量 あるいは 運 

動に よる 画面 的 効果の 計算、 カメラの 運動に 関する 一 

切の 操作、 および それら を 円滑なら しめる ための あら 

ゆる 注意、 撮影 機械に 関する 保存 上お よび 能率 上の 諸 

注意、 現像 場との 諸 交渉. 打合せ、 および 特殊 技術に 

関する 協同 作業、 ト— キ ー 部との 機械的 連繫、 および 

右の 諸 項 を 通じて 監督との 頭脳 的 協力、 とちよ つと 数 

えて みても こんなに ある。 しかも 右のう ち、 どの 一 項 

をと つて 考えて みても 作品の 効果に 重大な 関係 を 持た 



これ だけの 仕事の 幅と 深さ を 謙虚な 気持で 正視して 

いる 人なら ば、 おそらく 無 反省に 自分の 仕事の 分野の 

拡大 を 喜ぶ という こ と はあり 得な い はずで ある。 

万 一 、 カメラの かたわらから 監督 を 駆逐して いたず 

らに 快哉 を 叫ぶ ような カメラマンが いると したら、 そ 

の 人 はお そらく まだ 一 度 も 自分の 仕事に ついて まじめ 

に 考えた 経験 を 持たない 人であろう。 (昭和 十二 年 五 

月 一 一十 四日) 
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